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第３９回県下少年柔道選手権大会実施要項 

 

公益社団法人  山梨県柔道整復師会 

大 会 会 長  大 室 正 美 

実 行 委 員 長  渡 辺 直 也 

 

１．日  時 平成３０年 ７月 １日（日）  受 付 午前 ８時００分 

                      開会式 午前 ９時００分 

 

２．会  場 石和清流館 

          笛吹市石和町小石和７００ 055-262-8686 

 

３．趣  旨 柔道を通じて県下青少年の健全育成と少年柔道の 

発展を願い本大会を開催します。 

 

４．主  催 公益社団法人 山梨県柔道整復師会 

        

５．後援予定 山梨県・山梨県議会・山梨県教育委員会・山梨県柔道連盟   

甲府市・笛吹市・（公・財）ふえふき文化スポーツ振興財団       

山梨日日新聞社・山梨放送・テレビ山梨・日本ネットワークサ

ービス 

 

６．参加資格 ①小学校３年生～中学校３年生迄の男・女（いずれも個人戦） 

(人数制限はなくスポ少・道場単位または中学校から申込み ) 

②シード選手 本大会において昨年度の上位入賞者４名。 

 

７．申し込み ４月１１日以降、当会ホームページより、参加申込書を  

ダウンロードして下さい。URL  http://www.yamasei.or.jp/ 

       必要事項を入力し下記宛に参加申込書を添付し送信願います。 

       申し込みメールアドレス narusawa@gm.tp1.jp 

       受信後、確認のメールを返信いたします。 

 

８．申込〆切 平成３０年 ５月１０日（木）厳守のこと。 
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９．問い合わせ 〒４０１-０３２０  

山梨県南都留郡鳴沢村１８７６ 

 なるさわ接骨院 大会事務局 

             ＴＥＬ ０５５５－８５－３７００ 

          ＦＡＸ ０５５５－８５－３７００ 

 

１０.組み合わせ 昨年度までの成績等を考慮し、大会実行委員会にて行う。  

 

１１．審判会議 審判・監督会議は大会開会前に会場にて行う。  

 

１２．試  合 国際柔道連盟試合審判規定 少年大会申し合わせ事項で 

        行う。試合時間は小学生２分間、中学生３分間とする。 

＊４～６年の上位入賞者から、文部科学大臣杯争奪日整全国 

少年柔道大会の山梨県代表選手に選抜する。 

４年生は男女各１位同士による代表決定戦 

５．６年生は男子２位と女子１位による代表決定戦を行う。 

代表選手の内訳は以下のとおり 

４年生代表：先鋒（代表決定戦勝者） 

５年生代表：次鋒、中堅（男子の部１位と代表決定戦勝者） 

６年生代表：副将、大将（男子の部１位と代表決定戦勝者） 

 

１３．表  彰  各学年、優勝・準優勝・３位（２名）に賞状とメダル贈呈  

参加者全員に参加賞を贈る。  

（柔道ﾙﾈｯｻﾝｽ活動によるﾌｪｱﾌﾟﾚｰ賞の贈呈等、３名）  

 

１４．特別表彰 本大会中より、優秀選手として次の特別賞を贈る（予定） 

            大会会長賞、山梨県知事賞、山梨県議会長賞、甲府市長賞  

        笛吹市長賞、山梨県柔道連盟会長賞、山梨日日新聞社賞  

        山梨放送賞、（株）日本ネットワークサービス賞  

 

１５．注意事項 ＊  大会前 1 ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の

診察を受け、出場の許可を得ること 

＊ 不正参加が発覚した場合は、チーム全員を失格とし、次回 

からの本大会への出場を停止する。 

＊ 新設のチームがありましたら、大会実行委員長迄ご連絡願 

います。 
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＊ 車を利用する方は駐車台数に制限がありますので各チー

ム乗り合わせをお願いします。 

       ＊ 貴重品は引率の父兄や監督等責任者に預けるようお願い  

します。 

＊ 各チームの責任者は、衣類、履物（ビニール袋に入れる） 

等管理し、弁当箱等チームで発生したゴミは責任を持って  

お持ち帰り下さい。 

＊ 試合中、審判員に抗議及び運営上支障を来す行為のある 

監督、指導者、父兄は、主催者に於いて退場させ、其の  

チ-ムは次回の大会参加を停止する事もあります。 

        ＊ その他注意事項等については係員の指示に従って下さい。 

 

１６．そ の 他 ＊ 出場予定者が負傷及び疾病により欠席の場合は  

６月２８日（木）の正午迄に、大会事務局へＦＡＸにて  

連絡をお願いします。ＦＡＸ：０５５５－８５－３７００  

        ＊ 選手は主催者において傷害保険に加入します。  

        ＊ 健康・接骨・整骨に関する相談コーナーを設置します。  

また、スポーツ外傷等の応急処置・テーピングも行います。  

＊ 選手は、柔道衣にゼッケンを必ず取り付けること。  

       図１  
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＊ ゼッケンについて  

1. 点線の部分を縫い付ける。  

2. 図２の×の位置に強い糸で縫い付ける。  

3. 名字 (姓 )は上２／３   所属名 (チーム名 )は下１／３。  

4. 布地は白色とし書体は太く男子は黒色・女子は濃赤色

で記載する。  

         

１７．募金活動 本年度も会場にて募金を行います。 

集まった浄財は公益財団法人山日ＹＢＳ厚生文化事業団に 

青少年育成募金として寄託します。 

御協力をお願いいたします。 


